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【目　　　的】

　咬頭嵌合位（顆頭安定位）を決定する際，急速なタッ
ピング運動を課してその終末位を咬頭嵌合位として採用
することも多く，急速タッピング運動は，単純な開閉口
運動であるものの歯科臨床にとって重要な運動であると
いえる。
　これまでの研究から，円滑な開閉口運動では，下顎運
動に協調して頭部がリズミカルな運動をしていることが
明らかとなっており，下顎運動にとって頭部運動が不可
欠な存在であるとの認識が浸透しつつある 1-3）。
　しかし，下顎運動に協調する頭部運動の様相が明らか
にされる一方で，その発現機構や運動調節の神経生理学
的機構 4）は未知な部分が多く残されている。
　そこで本研究では，安定した開閉口運動，ひいては信
頼度の高い咬頭嵌合位を得ることを見据え，頭部運動の
調節機構の時間的側面について明らかにすることを目的
とした。

【方　　　法】

　被験者を 21 名（男性 11 名，女性 10 名，平均年齢
25.0±2.3 歳）とし，測定には６自由度顎運動測定装置

（TRIMET）を用いた。被験者は背もたれのある椅子に
座り，ヘッドレストによる頭部の固定は行っていない。
運動は無理なく大きく速く行うことを指示し，カンペル
平面を水平な状態に保った後，運動を開始させたが，以

後の頭位の規定は行わず被験者の自由とした。
　測定点を上顎切歯点・下顎切歯点とし，開閉口運動
10 ストロークの頭部運動（上顎切歯点の運動）と下顎
運動（下顎切歯点の運動）を記録した。両運動の開始点
の時間差を分析した（図１）。
　統計的分析にはマンホイットニーＵ検定を用い，各ス
トロークにおける開始点時間差について差の検定を行っ
た。

【結　　　果】

　第１ストロークでは下顎の運動開始が頭部よりも先行
したが，第２ストロークでは下顎と頭部の運動開始は同
時であった。第３ストローク以降は第６ストロークを除
いて，頭部の運動開始が先行した。頭部の運動開始が０
-20 ミリ秒先行するストロークが第２ストロークで急激
に増加し，第４ストローク以降では 90％を占めるよう
になった（図２）。
　開始点時間差について 21 人の被験者が示すばらつき

（標準偏差）に注目すると，第１ストロークで 27 ミリ秒
と最大値を示し，第６ストロークを除く第２ストローク
以降のばらつきはその半分以下の値を示した。また，ス
トロークを重ねるにつれて，10 ミリ秒以上下顎が先行
する被験者，30 ミリ秒以上頭部が先行する被験者がご
く少なくなり，それに伴って，開始点時間差のばらつき
は少なくなっていった（図３）。
　第１ストロークと他の多くのストロークの間で有意な
差が認められた（p<0.05）。
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図１　頭部運動と下顎運動の開始点時間差
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【考　　　察】

　開閉口運動が進むに従って，頭部運動と下顎運動の開
始点は，下顎運動先行から頭部運動先行へと協調性を保
ちながらも変化することを見出した。つまり，頭部運動
が開閉口運動を円滑に行うために必要な運動であること
を示している。
　第６ストロークで，減少していた開始点時間差のばら
つきが大きく変化したが，１名の被験者で下顎の運動開
始が頭部よりも 90 ミリ秒先行したことに起因する。
　円滑な運動を行うように生体は調節されており，頭頸
部の運動は末梢と中枢から制御されていると考えられて
いる 5）。
　本研究では，第１ストロークの開閉口運動は随意的な
運動で，開口時に頭部が反応性に上方へ運動する。そし
て閉口し上下顎の歯が接触することで歯根膜の機械受容
器から第１ストロークの感覚情報がフィードバックさ
れ，その後の運動が行われると考えられる。開閉口運動
の閉口時に咬頭嵌合位へ戻ってから開口していることを
全ストロークで確認している。
　また，上下顎歯牙の接触している時間は 100 ミリ秒以
上あり，フィードバック制御は体性感覚では 30-50 ミリ
秒程度かかることからも，歯根膜からの感覚情報の

フィードバックが頭部運動の遂行に関与していると考え
られる。
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図２　開始点時間差の経試行的変化 図３　開始点時間差のばらつき


